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　第 38 回（社）日本口腔インプラント学会学術
大会が，相浦洲吉関東甲信越支部長を大会長とし
て，「ガイドラインを備えたインプラント治療」
をメインテーマに，平成 20 年 9 月 12 日（金）
～ 14 日（日）の 3 日間にわたり，東京フォー
ラムで盛大に開催されました。
　前回の第 37 回学術大会（熊本）では過去最大
の 3,400 名を越える参加がありましたが，今回
の学術大会ではこの記録をさらに大きく塗り替え
る約 4,000 名の参加がありました。本学会の会
員数は年々増加しており，躍進を続ける本学会に
相応しい盛大で活発な学術大会となりました。ま
た，大会期間中の懇親会も盛大に行われ，会員間
の親交を大いに深めることができました。

　第 38 回学術大会の報告は，次ページに掲載し
てありますので，是非ご一読下さい。

第38回学術大会報告・第1回口腔インプラント専門
医臨床技術向上講習会報告・第39回学術大会案内・
平成20年度名誉会員紹介・平成20年度表彰者紹介
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第 38回学術大会が盛大に開催される

第39回学術大会での事前参加申込（会費納入）・演題申込はすべて学術大会ホームページ上で行います。
演題締め切りは，4月30日（木）23：50です。それ以降の受付はできませんのでご注意ください。

開会式で挨拶する相浦洲吉大会長
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　平成 20 年度，第 38 回（社）日本口腔インプラ
ント学会・学術大会（ 9 月 12 〜 14 日，東京国
際フォーラム）が“ガイドラインを備えたインプ
ラント治療”というテーマのもと開催されました。
　今大会は，これまでと幾つかの点で従来と異な
っています。
　第 36 回大会（平成 18 年）も関東・甲信越支
部担当で日本歯科大学新潟生命歯学部歯科補綴学
第 2 講座の主管でした。本来ならば 6 年後に関
東・甲信越支部の担当になるはずでしたが，将来
への展望として学会本部が大会を主導していくた
めに，東京すなわち関東・甲信越支部での再度の
開催となりました（来年度からは学会本部の主導
で開催されます。）。主管は，これも従来は大学あ
るいは臨床研修施設が主管してきましたが，この
度は関東・甲信越支部全体での主管というかたち
をとりました。上記しましたように大きな変革を
控えていますので，支部が一致協力して開催する
方法をとりました。

　この大きなテーマを考えますと，インプラント
埋入という範囲にとどまらずインプラントの治療
全体を構築するのに必要な専門学会からのご協力
が必要であると考え，招待講演，公開講座として
プログラムしました。海外の大学，アジアの国々
の現状からも，テーマに対して一助となるのでは
と企画しました。
　市民フォーラム（藤田紘一郎先生・東京医科歯
科大学名誉教授）も，東京という場所を考えると
都民に情報が伝わるのかと心配しましたが，満席
の状況でした。そして，各企画に対して本当に多
くの参加を頂きました。
　参加頂いた人数も“インプラント治療”の現状
を表すように史上最高の 3,944 名でした。
　最後になりましたが，日本歯科放射線学会，日本
歯科麻酔学会，日本口腔検査学会，また各企画に
ご講演頂いた方々に深甚なる感謝を申し上げます。
各企業の皆様には，業者展示，ランチョンセミナー
等に大変多くのご協力を頂き感謝申し上げます。

第 38回（社）日本口腔インプラント学会・学術大会
開催報告

大会長　相浦　洲吉

人であふれる業者展示会場

基調講演中の川添堯彬理事長

ポスター発表会場

メインホール
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　12 月 20 日（土），21 日（日） の 2 日 間， 社
団法人日本口腔インプラント学会教育委員会が主
催し，新潟県越後湯沢　NASPA ニューオータニ
を会場に，第 1 回口腔インプラント専門医臨床
技術向上講習会を開催致しました。参加者は主催
者も含めば 150 名で，指導医，専門医，これか
ら専門医を目指す人，また認証医を目指す方々が
参加し，合宿形式で行い，2 日間の講演に対して
熱い質疑や議論が行われました。この講習会の目
的は，インプラント専門医の臨床技術の向上と，
研修施設を超えた各先生方の連携とコミュニケー
ションにありました。現在，会員数も 10,000 人
になろうとしております。これから会員数の増加
は嬉しいことですが，反面，知識や治療技術の向上，
治療に対するコンセンサスの一致が大切となると
共にこれら治療技術を高めていくことはインプラ
ント専門医としての使命であるとの考え方に基づ
いております。講習会は日本の各地で開催，年間
数回開催を予定し，今年度第 1 回の講習会を開
催致しました。
　今回は第 1 回目として，「適切な診断およびイ
ンプラント外科埋入手術」をテーマに，インプ
ラント埋入術式に求められる解剖，インプラン
ト治療の診断基準，医療安全と外科処置，骨移植
と粘膜移植，上顎洞挙上手術と合併症，SAC か
らみた症例の分類，インプラント治療に関わる医
療問題と防御について現場で活躍されておりま
す 7 名の講師を迎え 2 日間にわたり実施致しま
した。日程は 20 日（土）の午後 1 時より受け付
け，午後 1 時 30 分より開校式があり，川添堯彬
理事長の挨拶の後，各演者 1 時間の講演を行い
ました。第一日目は 4 名の講演者が講演を終了
した後，明日の講演者も含めて医療問題のご講演
を頂く予定になっている顧問弁護士の若松陽子先
生を除いた 6 名の先生方に，シンポジウム形式
で教育委員の日本大学松戸歯学部口腔インプラン
ト科加藤仁夫先生の座長でディスカッションが行
われました。会場からは日常で直面している疑問

について次々と質問がだされ質疑が行われました
（図 1 ～ 5 ）。第 1 日目の終了時間は 6 時半で直
ちに各部屋に分かれ，短時間でありましたが午後
7 時 30 分から懇親会が開催されました。懇親会
は川添堯彬理事長の挨拶の後，参加された先生を
代表して日高敏郎先生が乾杯の発声で始められま
した（図 6 ）。各テーブルは席が決められておらず，
自由な場所に座って頂き，各演者を囲んで議論の
続きをして頂きました。各部屋はできるだけ異な
る研修施設の方々とコミュニケーションをとって
頂きたいと 5 名の相部屋とさせていただきまし
た。参加された先生の中には不満の声もありまし
たが，主催者の目的の一つが“同じ釜のメシを食べ，
共に寝て，コミュニケーションを図って頂きたい”
ことからこのような形式とさせて頂きました。各
部屋では懇親会終了後も，インプラント治療に関
して熱い議論を重ねていた部屋もありました。私
もその中に参加させて頂き，午前 1 時頃まで出
席された先生方の学会に対する期待，またインプ

第 1回口腔インプラント専門医臨床技術向上講習会
開催報告

教育委員会委員長　渡邉　文彦

図 2　講演会場

図 1　川添堯彬理事長の挨拶
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ラント治療，これからの後進の育成について熱い
議論を重ねておりました。翌日は自由に朝食を取
って頂き，午前 9 時より 2 名の講師の先生に 1
時間ずつの講演を頂き，昨日講演された先生も含
めてシンポジウム形式で再度 6 名の先生方で 1
時間の質疑とディスカッションを行いました。熱
い議論が行われましたが，時間の都合からストッ
プさせて頂き，また次回で行って頂くことにしま
した。昼食の後，「インプラント治療に関わる医
療問題」のテーマで顧問弁護士の若松陽子先生の

講演を 1 時間いただきました（図 7 ）。今日多く
のインプラント治療のトラブルが発生する可能性
があり，これに対する予防，防止について詳細に
講演頂きました。午後 2 時 30 分終了式が行われ，
参加された先生方へ修了証が渡されました（図 8 ）。
　次回は同じく，適切な診断およびインプラント
埋入手術のテーマで骨造成術の診断と術式の選択，
術前のエックス線診査・診断，インプラント治療
における病診連携等について講習会を 3 月 20 日
（金・祝日），21 日（土）の 2 日間，東京ガー
デンパレスで開催致します。

講師・演題名
2008 年 12 月 20 日（土）

開会式
又賀　泉先生『�インプラント埋入術式に求めら

れる解剖』
高森　等先生『上顎洞挙上手術と合併症』
松浦正朗先生『インプラント治療の診断基準』
伊東隆利先生『医療安全と外科処置』

2008 年 12 月 21 日（日）
河奈裕正先生『骨移植と長期予後』
管井敏郎先生『 SAC からみた症例の分類』
若松陽子先生『インプラント治療に関わる医療問題』
全体ディスカッション
認定委員会からの説明

図 4　講演者とのディスカッション

図 3　講演中の管井敏郎先生

図 8　修了証の授与

図 7　若松陽子先生による講演

図 6　懇親会の様子

図 5　会場よりの質疑
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　第 39 回（社）日本口腔インプラント学会学術
大会は「インプラント治療における医療安全・安
心」をメインテーマに掲げ，9 月 25 日（金）か
ら 27 日（日）の 3 日間にわたり大阪国際会議場
にて開催されます。
　インプラント治療は歯科におけるスタンダード
な治療法として既に認知されておりますが，今後
はその急激な進歩と展開により，強まる患者の要
望に対して提供されうる治療方針の複雑化と，そ
れに伴うトラブルの増加が危惧されています。こ
のような現状に対し，本学会では大学での教育を
含めたモデルカリキュラムの構築と，信頼される
医療を提供するためのガイドラインの制定などを
進めております。
　本学術大会は，このようなパラダイムのなか，
エビデンスに基づく安全・安心なインプラント治
療を患者に提供することを目指して開催されます。
　シンポジウムは 3 題を予定しております。シ
ンポジウムⅠでは医療倫理について，シンポジウ
ムⅡでは安全・安心な医療を提供するための歯科
の各学会の取り組みを紹介します。また，シンポ
ジウムⅢではインプラント治療におけるガイドラ
インを構築するためのエビデンスについて討議い
たします。
　海外からの特別講演ではドイツインプラント学
会を代表してのご講演いただき，また，併せて国
際セッション，ワールドサテライトセミナーも開
催される予定です。
　教育セミナーでは，基礎的見地からインプラン
ト治療に必要な CT や解剖の知識を，臨床的な見
地からインプラントの安定度を測る検査機器や外
科手術について整理，再考していただく内容を提
供いたします。
　研究セミナーでは，我々の日常臨床で直面する
可能性のあるバイオマテリアルとアレルギーにつ
いての最新知見を，基礎・臨床双方の専門家から
様々な角度でお話しいただく予定にしております。
　専門医教育講座，専門歯科衛生士教育講座，お

よび専門歯科技工士教育講座も併せて開催されま
す。ランチョンセミナー，ハンズオンも多数の企
業のご協力をいただくこととなっております。
　以上のように「インプラント治療における医療
安全・安心」というメインテーマのもと，包括的
な企画を用意しておりますので，会員の皆様の多
くのご参加をいただきますようお願いいたします。
　プログラムおよびその他詳細は本学会ホームペ
ージと学会誌にて順次公開していきますので，ご
参照下さい。

主管：徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス
　　　研究部　再生修復医歯学部門
顎口腔再建医学講座　口腔顎顔面補綴学分野
　　　〒 770–8504　徳島市蔵本町 3-18-15
　　　E-mail：39JSOI@dent.tokushima-u.ac.jp

一般演題の募集は 1月 5日から 4月 30 日とな
っております。皆様から多くの応募をお待ちし
ております。

第 39回（社）日本口腔インプラント学会
学術大会案内

大会長　市川　哲雄

大阪国際会議場
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平成 20年度名誉会員紹介

　内田康也先生が名誉会員になられましたので，
ご略歴等をご紹介いたします。

1936 年 3 月 14 日生まれ
最終学歴
九州歯科大学歯学部
昭和	35 年	 8 月	 九州歯科大学助手
	 45 年	 3 月	 九州歯科大学助手辞職
	 48 年	 10 月	 歯学博士の称号授与
	 50 年	 11 月	 九州歯科大学教授
	 元年	 4 月	� 九州歯科大学附属病院長
			   （ 5 年 3 月まで）
	 7 年	 7 月	 九州歯科大学附属図書館長
			   （ 11 年 3 月まで）
	 11 年	 7 月	 九州歯科大学学長
	 14 年	 7 月	 九州歯科大学学長退職
	 15 年	 4 月	 九州歯科技工専門学校校長
			   （ 18 年 3 月まで）
	 17 年	 4 月	� （財）福岡県人権啓発情報セ

ンター副理事長
	 20 年	 9 月	 福岡県市立学校審議会委員
	 20 年	 10 月	� 九州歯科大学永松奨学会　

理事長

学会活動：
　　昭和 62 年 6 月　九州支部総会　大会長
　　平成 10 年 3 月　九州支部総会　大会長

平成 20年度表彰者紹介
学会特別賞受賞者

　後藤一輔先生および長畠駿一郎先生が学会特別
賞を受賞されましたので先生のご略歴等をご紹介
いたします。

職歴等
　1930 年 2 月 11 日生まれ
　日本歯科大学卒業
　日本歯科大学　非常勤講師
　松本歯科大学　非常勤講師
　長野県歯科医師会　学術部常任理事
　日本歯科医学会　評議員
　日本歯科医師会　学術生涯研修委員
学会活動
　日本口腔インプラント学会理事
　日本口腔インプラント学会認定医・指導医
　第 8 回関東甲信越支部総会・学術大会大会長
　日本口腔インプラント学会関東甲信越支部支部長
　日本口腔インプラント学会関東甲信越支部　監事

略歴等
　1942 年 12 月 28 日生まれ
　1967 年 4 月　�岡山大学入局，副手，医員，助

後藤一輔　先生

長畠駿一郎　先生

内田康也　先生
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手，講師，助教授を経て
　1983 年 4 月　香川医科大学教授（現，香川大学）
　2008 年 4 月　香川大学名誉教授
学会活動

日本口腔インプラント学会理事（1991−2004）
日本口腔インプラント学会評議員（ 1976−）
日本口腔インプラント学会表彰委員会委員
	 （ 2003−2006 ， 2007−現在）
日本口腔インプラント学会試験委員会委員
	 （ 2006−2007 ）
日本口腔インプラント学会優秀研究発表賞選考

委員会委員（ 2007−2008 ）
日本口腔インプラント学会中国・四国支部長
	 （ 2002−2004 ）
日本口腔インプラント学会指導医（ 1992 ）
日本口腔インプラント学会認定医（ 2003 ）
日本口腔インプラント学会第 5 回中国・四国

支部総会（ 1985 ），第 27 回中国・四国支
部総会・学術大会（ 2007 ）を高松市で開催。

第 38回学術大会時の
発表賞受賞者一覧

　第 38 回学術大会で以下の先生方が発表賞
を受賞されたので紹介します。

学会優秀研究発表賞
　山田　陽一氏（名古屋大学医学部附属病院）
　熱田　　生氏�（九州大学大学院歯学研究院

口腔機能修復学講座咀嚼機能
再建学分野）

デンツプライ賞
　佐野　将史氏�（大阪大学大学院歯学研究科

顎口腔機能再建学講座歯科補
綴学第二教室）

　鎌田　浩一氏�（広島大学大学院医歯薬学総
合研究科顎口腔頚部医科学講
座歯科補綴学研究室）

学会優秀論文賞受賞者

　この度は平成 20 年度日本口腔インプラント学
会優秀論文賞をいただき誠に光栄に存じます。ま
ずは，研究にご協力いただいた皆様やご選考いた
だいた先生方に心より感謝申し上げます。
　本研究は，ラット大腿骨に埋入したチタンイン
プラントの周囲組織に骨系のみならず軟骨系の
細胞外基質であるⅡ型 Collagen やⅨ型 Collagen
の遺伝子発現の上昇を認めたという小川隆広らの
研究に発想を得たものです。この現象を in vitro
実験で捉えるために，機械加工と酸処理のチタ
ンおよびポリスチレン上でラット骨髄間質細胞
由来の骨芽細胞様細胞を培養し，骨芽細胞系と
軟骨芽細胞 / 軟骨細胞系の遺伝子発現と SEM に
よる培養組織の形態的評価，および EDX による
元素分析を行いました。その結果，Osteopontin
や Osteocalcin などの骨芽細胞系の遺伝子発現
に加えて，軟骨系組織に特異的な遺伝子マーカ
ーであるⅡ型 Collagen ，Ⅸ型 Collagen ，Ⅹ型
Collagen の遺伝子がチタン上で特異的に発現し，
酸処理チタン上では機械加工チタン上に比べて，
Ⅱ型 Collagen の遺伝子発現が増強されるという
結果を見出しました。また，石灰化培養組織はポ
リスチレン，機械加工チタン，酸処理チタンで異
なる形態を示し，酸処理チタンの培養石灰化組織
中では機械加工チタンやポリスチレンと比べて硫
黄が多く検出されたことを示しました。
　オッセオインテグレーションは，光学顕微鏡に
よる観察でチタンと骨組織が直接的に接触するこ
とと定義されていますが，分子生物学的なレベル
では明確とはいえません。本研究で得られた所見
は，オッセオインテグレーションの獲得に軟骨内
骨化のメカニズムが関わっている可能性を示唆し
ており，さらに検討を重ねていきたいと考えてお
ります。ありがとうございました。

竹内一夫
愛知学院大学歯学部

高齢者歯科学講座
（前 歯科補綴学第二講座）
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学会奨励論文賞受賞者

　 生 体 材 料 と し て ハ イ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト
（ Hydroxyapatite：HAp ）やβ -TCP（β -tricalcium 
phosphate：β -TCP ）が使用されてきましたが，
従来の HAp は非吸収性材料であることから既存
骨との均質な置換は困難であり， β -TCP は臨床
的治癒後も数年間生体内に残存するといわれてお
ります。 われわれは以前より骨の形成に伴って
吸収・置換する吸収性材料の研究を行ってまいり
ました。そこで材料として着目したのが大量に廃
棄されておりますウシ骨であります。ウシ海綿骨
を 800℃で段階的に焼成し， 酸処理後にウシ皮質
骨由来のアパタイトを表面に析出させることで
微細な表面と傾斜機能構造を有する傾斜機能ア
パタイト（functionally graded hydroxyapatite：
fg-HAp）を開発致しました（特許第 3718723 号）。
今回インプラント学会誌におきまして fg-HAp は
生体内で崩壊特性と強い骨誘導能を有すること
を御報告致しました。 fg-HAp に Bone Morpho 
genetic Protein-2（BMP-2）を添加した実験では， 
ウシ骨を焼成したのみの True Bone Ceramics と
比較して 1/10 の BMP-2 量でほぼ同量の骨を誘
導致しました。これは BMP-2 を臨床に応用する
際に BMP-2 の使用量を減らすことができ， コス
ト面におきましても非常に重要な特性であると
思われます。
　近年再生医療関連の研究が盛んに行われており
ますが再生医療においてよりよい担体を使用する
のは必須条件であり， 今回小生の論文を選出下さ
った川添先生， 査読頂きました先生方， インプラン
ト学会関係者の皆様方に心より御礼申しあげます。

　この度は，平成 20 年度日本口腔インプラント
学会奨励論文賞を受賞させて頂き，大変光栄に思
っております。また，選考して頂いた諸先生方に
感謝申し上げます。
　研究計画立案当初は，インプラントの骨内安定
指数である ISQ 値の一次手術時での値を重要視
していました。インプラント埋入部位別・インプ
ラント形態別・性差別等の比較検討を行ってい
ました。しかし，データを集積していくなかで興
味ある知見を得ました。それは，一次手術時での
値が低いインプラントほどその後大きく値が上昇
するということです。インプラント治療を行って
いくなかで，初期固定が良好ではなく不安な経験
をしたことのある私自身には，客観的なデータと
して証明できたことは喜ばしいことでした。この
ことも一因となり，論文中に述べた『 ISQ 値は，
値の大小をもって絶対評価するのではなく，同一
のインプラントを経時的に追跡してインプラント
の安定性を評価すべきである』との結論に至りま
した。また，本研究から感じたことは，個々のイ
ンプラント形態により，個々固有の ISQ 値の正
常範囲が存在するのではないかということです。
その存在を解明することを今後の研究課題と位置
づけ，日々邁進していきたいと考えています。
　最後になりましたが，歯科医師・大学院生 2
年目で本研究を開始し，4 年目で本論文が完成し
ました。当初の稚拙な研究内容から奨励論文賞を
受賞することが出来たのは，終始懇切なるご指導，
ご校閲賜りました有歯補綴咬合学講座柏木宏介講
師，口腔インプラント科岩田光生前講師をはじめ
諸先生方のおかげです。心からお礼申し上げます。
本研究結果が，皆様の臨床の一助となれば幸いと
思っています。

新井是宣
大阪歯科大学

有歯補綴咬合学講座
田崎純一

北海道医療大学
口腔外科学第二講座
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学会優秀研究発表賞受賞者

　この度は優秀研究発表賞を受賞させていただき，
大変うれしく，また光栄に思っております。
　我々の研究室では高脂血症治療薬として世界中
で臨床応用されている HMG-CoA 還元酵素阻害
剤（通称スタチン）の骨形成促進作用に着目し研
究を行ってきました。私は日々の臨床から，簡便
な骨増生法開発の必要性を感じており，今回，新
規ドラッグデリバリーシステム（ DDS ）を用い
たスタチンによる骨増生という研究及び発表をさ
せていただきました。
　本研究では，スタチンの DDS としてα TCP
粉末とコラーゲンゲルの複合体を用いました。本
複合体は歯科用のセメントを練和する要領で作製
可能であり，練和後直ちにシリンジに填入するこ
とにより，注射針を用いて骨上に注入することが
できます。スタチンを追加した複合体を注入した
群において複合体周囲の骨（ラット頭蓋骨）に有
意な骨添加が認められたことより，今回考案した
複合体はスタチンの DDS として有効であること
が明らかになりました。さらに，特筆すべき点は，
今回用いた手技は，歯科医師にとって簡便であり，
臨床応用を考えたとき患者様への侵襲も少ないこ
とより，骨増生の新しい臨床術式へのブレークス
ルーとなる可能性が示唆されたことにあります。
　今回の発表内容は，私が目指す簡便な骨増生法
開発への第一歩であります。臨床応用に向けてさ
らに研究を進め，1 日でも早く臨床家の先生に役
に立つ術式の提案ができればと考えています。
　最後に，研究の指導をしていただいた先輩方，そ
して支えてくれた後輩達に深く御礼申し上げます。

　この度，第 37 回日本口腔インプラント学会学
術大会優秀研究発表賞を受賞させていただき，ま
ことに光栄であり，心より感謝を申し上げます。
　またご選考いただいた諸先生方には改めて深謝
いたします。本研究は，近年インプラント治療に
おける画像診断において注目されている小照射野
歯科用 CT 撮影での被曝線量について調査したも
のです。小照射野歯科用 CT 撮影では医科用 CT
とは異なり，①被曝線量分布が不均一であること，
②全体的には医科用 CT より被曝線量が低いもの
の，部分的には医科用 CT とほとんど差がない部
位がみられ，2 回以上の撮影では医科用 CT より
被曝線量が高くなる部位が存在する可能性がある
こと，③撮影部位によっても被曝線量分布が異な
ることを明らかにしました。画像測定精度に関し
ても，医科用 CT とは異なる性質を有することを
第 117 回日本補綴歯科学会学術大会において報
告しております。小照射野歯科用 CT 装置の有用
性は高いと考えられますが，このようにさまざま
な条件によって被曝線量分布および画像測定精度
が変化することが明らかとなりましたので，最適
な撮影条件を考案し，インプラント治療のガイド
ライン作成に役立てるために今後も研究活動に精
進していく所存です。
　最後に，研究に際して終始懇篤なご指導・ご鞭
撻をいただいた本学歯科放射線学分野誉田栄一教
授，ならびに本研究の機会を与えてくださり，ご
指導・ご高閲を賜りました本学口腔顎顔面補綴学
分野市川哲雄教授をはじめとする諸先生方に心よ
り厚く御礼申し上げます。

神野洋平
九州大学大学院

歯学府口腔機能修復学講座
咀嚼機能再建学分野

吉田有里
徳島大学大学院

ヘルスバイオサイエンス研究部
口腔学顔面補綴学分野
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デンツプライ賞受賞者

　第 37 回日本口腔インプラント学会でのポスタ
ー発表で，デンツプライ賞を受賞させていただく
ことができ，大変名誉なことと考えております。
　演題は「β - リン酸三カルシウム（β -TCP ）
内への骨髄幹細胞（ BMSC ）導入方法と骨形成
能の検討」です。私は歯科医師でありながら，医
学部口腔外科という恵まれた環境のため，整形外
科の研究グループに所属させていただいておりま
す。この研究は整形外科研究グループでさせてい
ただいたテーマであり，歯科においてもβ -TCP
など人工骨補填材料に骨髄幹細胞（ BMSC ）を
導入した複合体が骨再生分野において近年，注
目されておりました。しかし，その導入方法につ
いては詳細に検討されておりませんでした。今回，
様々な導入方法を比較検討し，従来の方法より高
い骨形成能を示す方法（ syringe system ）を報
告させていただきました。整形外科の研究グルー
プに所属させていただいたことは，本当に運がよ
かったと思っており，今回，受賞できたことも，
もちろん私一人の力ではなく，共同演者の大江
先生の多大な御尽力と三輪先生をはじめ酒井先生，
新倉先生，岩倉先生，渋谷先生，黒坂教授，古森
教授の御指導によるものだと考えております。こ
の受賞を励みにさらなる精進を続けていきたいと
考えております。ありがとうございました。

　この度，平成 20 年度デンツプライ賞を賜り，
大変光栄に存じております。
　今回用いましたカーボンナノチューブ（ CNTs ）
は，物理的・化学的特徴から，近年様々な分野で注
目され，応用・実用化されています。CNTs は，タ
ンパク質等を吸着することが報告されおり，我々は，
これまで CNTs の生体材料への応用を目的に研究
を行い，CNTs 上で骨芽細胞を培養すると，増殖
が促進され，細胞は CNTs に強固に固着すること
を報告しました。また，軟組織への埋入実験を行
い，起炎性が弱いことを報告しました。この様な
結果をもとに，本研究においては，CNTs を GBR
膜へ応用することを考案し，今回，CNTs を用い
た GBR 膜の試作とラット頭頂骨に形成した骨欠損
部への応用について報告しました。試作の GBR 膜
は，CNTs 分散液をポリカーボネイト膜で吸引ろ過
することにより，CNTs を固着させて作製しました。
これを，ラット頭頂骨の骨欠損部へ応用した結果，
ポリカーボネイト膜に固着した CNTs に直接接し
て骨組織が形成されており，このことから CNTs
は骨に対して良好な適合性を有し，骨形成過程を
障害しないことが示され，CNTs の GBR 膜等への
応用の可能性が示唆されました。これまで，臨床
的に吸収の進んだ顎堤に対する処置を目的として
研究を進めてきましたが，今後も，臨床応用を視
野に入れて研究していきたいと思っています。
　最後に，本研究を御指導頂きました横山敦郎教
授，CNTs の膜の作製にあたり御協力頂きました，
本学口腔健康科学講座生体理工学教室の亘理文夫
教授，赤坂司助教，青木尚史先生，東北大学大学
院環境科学研究科の佐藤義倫先生，ならびに御協
力頂いた当教室の諸先生に深く感謝申し上げます。

大堀ことは
北海道大学大学院

歯学研究科口腔機能学講座
口腔機能補綴学教室長谷川巧実

神戸大学大学院
医学系研究科外科系講座

口腔外科学分野
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大阪大学歯学部附属病院

施設長　前田芳信
　　大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学

講座歯科補綴学第二教室

　本施設は 2007 年度に認定された新しい研修
施設であるが，当病院におけるインプラント治療
の歴史は長い。1951 年に歯学部が設立されて間
もなくインプラント治療が行われるようになった
ことはあまり知られていないのではないだろうか。
ただ，その当時使用された骨膜下インプラントに
ついては臨床，研究ともに短期間に終わり，本
施設で再びインプラントが実施されるに至るには
1980 年代に主にアメリカを経由してのオッセオ
インテグレーションの概念の登場と普及を待つこ
とになった。
　現在，本研修施設では，口腔外科，歯周，補綴，
顎口機能部，保存，麻酔，歯科理工などの各分野
からの指導医，専門医，認定医ならびに学外から
の臨床教授ならびに臨床助教授が参加しての特別
講義，セミナーを開催している他，症例検討会を
随時実施している。インプラントを希望して来院
される患者も増加しているが，学外から紹介で来
院されることも多く，骨移植等が必要となる難症
例も少なくない。また，現在のインプラント学会
の会員としては 30 名を超えており，その数は増
加しつつあるが，大学附属病院という専門職の養
成教育機関であることを考慮して，本研修施設で

は以下の目的を達成するための病院組織としての
体制を整備しつつある。

◦本院におけるすべてのインプラント治療が安
全かつ適切に実施されることを担保するための，
準備ならびにモニタリングの実施

◦インプラント治療に関わる職員が必要な外科的
ならびに補綴的知識と技術を有していることを
担保するための継続的な研修の実施

◦インプラント治療に関わる情報の蓄積，管理
◦治療経過，成績を集計分析し，治療の質を担保

するとともにその結果が公表できるような準備

　今後さらに，インプラントセンターを整備して
患者のニーズによりスムースに対応できるように
するとともに，学外の卒業生等の生涯学習の場を
も積極的に提供したいと考えている。

原則として左側の 1 階の中央手術室で外科処置は行
われる

岡田昌通，	 福嶋　透，	 鈴木康司，	 清水礼子，	
丸藤雅義，	 塚田真二朗，	吉谷正純，	 細谷真人，	
祐田　彰，	 野村素之，	 馬場　清，	 國本　武，	
遠矢東誠，	 鈴木健造，	 塚田正寿，	 村田　充，	
岩城正明，	 渡辺禎之，	 飯野雅一，	 佐村克利，	
猪木一雄，	 福井直人，	 鈴木　龍，	 伏見幸男，	
渋谷麗奈，	 山田陽一，	 古味伸一，	 小野喜徳，	

野村明広，	 英保裕和，	 五十嵐崇恭，	前田　亨，	
松本恭宜，	 加藤　強，	 老川秀紀，	 米田隆紀，	
高橋直也，	 村井睦彦，	 松井　力，	 森山広之，	
長谷川雄士，	遠藤富夫，	 村山大悟，	 中島　克，	
水野直紀，	 米山俊之，	 小羽田敦正，	有輪理彦，	
西中寿夫，	 川瀬恵子，	 金田　恒，	 詫間俊夫，	
高橋　啓，	 関本浩貴，	 竹島明道，	 蛭間信彦，	

指定研修施設紹介

平成 20年度ケースプレゼンテーション試験合格者

2007 年に完成した新棟
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関　啓介，	 糸尾尚浩，	 石井聡至，	 平井友成，	
金田和彦，	 大友正和，	 鳥羽修平，	 渋谷光広，	
今宮克明，	 佐藤善徳，	 金子昌豊，	 仲西康裕，	
小沢　博，	 柴田慶郎，	 藤本幸永，	 萩原鉄也，	
高田敬万，	 今井勝己，	 内藤尊文，	 関根秀志，	
堀内俊克，	 渡瀬基之，	 鈴木　一，	 瀧　俊之，	
佐藤　奨，	 助川　洋，	 田中秀樹，	 諏訪裕彦，	
髙藤恭子，	 柏崎　潤，	 岩田　洋，	 中田秀美，	
粂野勇二，	 南部里恵子，	中村公久，	 完山　学，	

一柳あゆみ，	松村眞次，	 大串　博，	 近藤雅浩，	
金内洋光，	 高田利章，	 鈴木恭典，	 濱田宏隆，	
石井弘之，	 岩渕雅諭，	 山本勝己，	 村上　洋，	
目黒憲治，	 園山　亘，	 清水誠治，	 栗原和博，	
藤田　融，	 竹内一夫，	 荒川　光，	 樋口大輔，	
村上文彦，	 川崎清嗣，	 古原優樹，	 岡部千香夫，	
中川　整，	 由良公二，	 鈴木秀紀，	 岡本俊宏，	
山本英貴，	 松賀正考，	 森岡千尋，	 山田麻衣子，	
伊藤秀俊，	 横山伸夫，	 熊坂　士，	 近藤尚知

瀬在蘭子，	 黒木健次郎，	内木唯詞，	 山本俊郎，	
鈴木美緒，	 小林瑠美，	 松村東栄，	 岡崎秀徳，	
内田裕美，	 畑岡いづみ，	上田育伸，	 髙井裕史，	
春日　愛，	 宮崎裕之，	 佐野公人，	 角川由香李，	
阿部哲也，	 中山綾子，	 武山秀子，	 高柳依以子，	
新井孝彦，	 廣田明人，	 藤縄　司，	 久保琴絵，	
佐藤直毅，	 比留間輝紀，	飯島俊彦，	 佐藤友保，	
川崎律子，	 松木沙織，	 南　弘子，	 竹内純一郎，	
山野邊元隆，	浅井裕幸，	 高田将成，	 後藤有志，	
大塚壮一郎，	後藤礼子，	 渡邉麻貴，	 昇　直美，	
阿部泰彦，	 北山高之，	 森鼻一浩，	 菅野友美，	
佐々木充，	 瀬島淳一，	 小泉直也，	 清水　龍，	
豊泉　裕，	 秋政友紀，	 梶田奈穂，	 鈴木哲史，	
中野玲子，	 田所信一，	 酒井志郎，	 黒岩さちこ，	
中里好宏，	 笹生真紀，	 若尾裕子，	 高橋良治，	
貝渕信之，	 横田卓也，	 上田聡子，	 山崎浩一，	
佐野善啓，	 佐藤浩史，	 志田健太郎，	高橋　敏，	
岩倉准子，	 一宮里美，	 長田秀和，	 石崎　博，	
伊勢路一恵，	今井昭彦，	 眞鍋　悟，	 大江　剛，	
小澤　亮，	 大野清二，	 三浦隆裕，	 衣袋　久，	
杉村佳洋，	 相澤玲子，	 鶴原涼子，	 上原梢恵，	
能登谷玲子，	嶽北亜希，	 鈇田　豊，	 水永丈嗣，	
菊地　優，	 長山英樹，	 岡田　理，	 難波法道，	
匠原龍太郎，	谷口之規，	 卯月　宏，	 小野京子，	
堺　亜矢，	 髙橋英剛，	 呉　明憲，	 木下武志，	
髙野三枝，	 加藤雄大，	 越　浩美，	 小川真治，	
塙真樹子，	 木本洋介，	 宮崎暁男，	 向井貴子，	
尾崎美香，	 川瀬昌一郎，	福田隆光，	 江俣壮一，	
菊地正毅，	 藤井英貴，	 綿引淳一，	 楊　麻美，	
新沼治子，	 高須桂子，	 新原加奈，	 石嶋智美，	

永光宏吏，	 山王美保，	 宮本雅弘，	 竹内弘二，	
五嶋友絵，	 柴田昌美，	 岩田照禎，	 安藤清文，	
榊原英史，	 青山栄一，	 岡島雅代，	 荒井邦夫，	
染谷真央，	 棚橋千恵，	 小澤高広，	 中井大史，	
林　文仁，	 吉﨑史展，	 小内あゆみ，	沼澤秀之，	
國吉弘好，	 松本篤樹，	 石下義彦，	 大八木孝昌，	
西村紳二郎，	一瀬浩隆，	 山﨑　卓，	 百瀬康仁，	
佐藤孝太郎，	吉田和夫，	 行木隼人，	 安間信之介，	
池田淑永，	 嵯峨亜矢子，	佐藤陽子，	 鳥村勇斗，	
松岡はるか，	深澤智人，	 宇都宮眞一，	前田あずさ，	
芳本　忍，	 渡部あゆみ，	原田景子，	 平澤真弓，	
川合実咲，	 髙橋　薫，	 武内佳香，	 栗田千佳子，	
藤江匠摩，	 髙橋泰清，	 前田英治，	 久世　真，	
橋口惠称子，	下川育美，	 門田親道，	 米内　正，	
冨高優子，	 井上裕美子，	三上千明，	 鍋島正行，	
押谷敏之，	 宇田川宏孝，	野田真弥子，	塚田幸恵，	
芹澤加奈子，	北野泰啓，	 田村仁美，	 服部理志，	
半田允克，	 渡邉美和，	 奥野勝也，	 小林哲也，	
山口賢一，	 堀　芳弘，	 山本恵美，	 本鍋田千賀，	
小野玲子，	 伊島由佳子，	一之瀬達也，	廣岡聖子，	
中野喜博，	 西山孝樹，	 松浦尚孝，	 石丸智視，	
大塚保光，	 原瀬忠広，	 川村　良，	 古宇田悠美，	
吉岡美奈，	 堀俊太郎，	 山本健二，	 鈴木　洋，	
遠藤茂登男，	武藤高宏，	 谷　正明，	 樋口敬洋，	
村井亜希子，	木谷憲輔，	 吉田直栄，	 田治米元信，	
平崎光哲，	 中川新二，	 髙野智史，	 脇田珠穂，	
田坂彰規，	 髙野伸夫，	 大神浩一郎，	向井憲夫，	
西　　圭，	 滝本友香，	 松本聖子，	 山縣茉利，	
石村桃子，	 岡﨑朋子，	 小林真澄，	 三井田奈美，	
利根川幸子，	團野友子，	 澤村昌哉，	 伊藤真午，	
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池谷俊和，	 大久保恒正，	加藤優美，	 表　武典，	
芦澤晴美，	 横井宏一朗，	早川　愛，	 宮川久美，	
今井美賀，	 綿屋彩古，	 國竹洋輔，	 須藤まゆみ，	
望月映里，	 髙城さくら，	古厩かおり，	安倍稔隆，	
佐藤栄樹，	 高井智行，	 八巻博美，	 請田裕己，	
佐藤静香，	 加藤佳奈子，	高野栄之，	 片折浩紀，	
土田　淳，	 野﨑真弘，	 大村　誠，	 早田真樹，	
廣瀬嘉子，	 永田鈴佳，	 廣瀬摩耶，	 菅野与識，	
澁川統代子，	中川　聡，	 牛嶋　洋，	 後藤喜一郎，	
藤本亜紀，	 大久保萌美，	鳥村亜矢，	 押部由佳，	
伊藤麻弥，	 大西千恵，	 佐藤朱美，	 渡邉浩一，	
中山貴行，	 柳澤伸行，	 大森義弘，	 小池淳美，	
小川　淳，	 鶴岡和之，	 北見修一，	 澤野和則，	
福永夕記，	 内藤禎人，	 北條　彩，	 的場博美，	
寺原香奈，	 堀口由美，	 鵜狩真寿美，	沼尻陽子，	
田原裕香，	 山﨑ゆか，	 宮本綾子，	 岡田祐也，	
澤田克也，	 加藤直子，	 前田有希子，	諸岡　仰，	
今寺麻友，	 小林真純，	 山口美奈，	 石橋　淳，	
永野間彩子，	澤美奈子，	 杉山公一，	 木村良子，	
柳下たみ子，	加瀬優子，	 青柳宏美，	 佐藤亜美，	
野口　藍，	 飯沼里美，	 渡邉佳代，	 岩崎三枝，	
保田涼子，	 長谷川泉，	 篠山孝史，	 平沼慶一，	
中靜利文，	 松尾瑠美子，	細越弘子，	 政岡　彩，	
野々垣龍吾，	増井正大，	 島田勝家，	 佐久間沙織，	
林山久美子，	岩下由香里，	石井めぐみ，	川野恵美，	
篠塚悦代，	 菊地美穂，	 橋本明美，	 竹村誉子，	
川添珠美子，	舘　祐子，	 石田房子，	 岡田直人，	
堀本理恵，	 松林　瞳，	 片岡政喜，	 山﨑淳子，	
絹田宗一郎，	郡　麻耶，	 戸谷孝洋，	 宮城三郎，	
武蔵　章，	 船越光豊，	 久野富雄，	 藤田智治，	
梁本盛弼，	 早田寿夫，	 添田亮平，	 中矢賢史，	
清水　圭，	 山本温子，	 高橋邦彦，	 入江　智，	
廣澤祐輔，	 萩原真由美，	川島奈津子，	岩井恵利加，	
竹中　崇，	 伊藤有花，	 今田明日香，	西山克也，	
赤松哲次，	 岩竹裕子，	 小出美希，	 島田享典，	
立平香奈江，	細貝光恵，	 石井くみこ，	川上朋子，	
下田良美，	 中村敦子，	 穴田真友香，	近森雅弘，	
日高一枝，	 山口由衣，	 木村隆富，	 土田江見子，	
臼井　智，	 丸茂清美，	 仙﨑昭憲，	 長谷川サワ子，	
三瀬健三郎，	細川史郎，	 鈴木篤太郎，	坂野正仁，	
田沼達也，	 窪田昌代，	 浅野聖子，	 小林裕介，	
天羽大介，	 金氏智美，	 岩﨑弘美，	 藤田紫乃，	
渡邉ひとみ，	木下英明，	 古屋英敬，	 國澤依佐子，	
森島　彩，	 白井奈美，	 前田清美，	 松田恵美，	

工藤麻希，	 森本三保子，	杉田裕代，	 加藤恭子，	
吉田正治，	 夏目明恒，	 髙木啓二，	 広嶋　肇，	
宮川　晃，	 中田淳一，	 阪本みゆき，	和知奈津美，	
新町愛子，	 工藤寛子，	 熊坂俊輝，	 山木康充，	
中山友和，	 木村好秀，	 足立一行，	 鈴木康之，	
谷野　弦，	 鈴木康秀，	 鈴木泰二，	 川崎信行，	
長濱裕介，	 跡部雅彦，	 上野美紀，	 岡村　悟，	
小林奈知世，	青柳　晃，	 阿部弘敏，	 徳永恭志，	
佐伯　隆，	 後藤　肇，	 辻本修平，	 廣瀬亮文，	
金井武敬，	 坂井幹男，	 向後敦子，	 清水優子，	
中村由華，	 松島利江，	 藤岡和美，	 石川久美子，	
谷津麻美，	 佐藤真紀子，	柿沼千春，	 中野景子，	
茂木佳代子，	村上泰敏，	 木村明広，	 遠藤木綿子，	
山内隆守，	 竹下　知，	 下津昭洋，	 坂井拓弥，	
今田裕也，	 兵頭誠治，	 小栗卓也，	 國島健治，	
恩田純夫，	 鈴木美奈，	 猪狩啓介，	 三輪武人，	
伊藤裕也，	 大竹靖幸，	 鈴木俊男，	 内田雅之，	
松井元生，	 須藤哲也，	 河合正樹，	 野澤千香，	
小堀由加里，	仲俣さやか，	荻井久美，	 佐野あゆみ，	
佐藤みさを，	本宮俊孝，	 佐野　聡，	 木村友美，	
櫻井健次，	 鈴木宏輔，	 高橋伸明，	 目崎勝弘，	
野原　学，	 漆崎晃圭，	 萱島浩輝，	 山口聡子，	
清水裕子，	 松橋朋子，	 伊藤弥生，	 田賀美由紀，	
三原真富香，	亀谷好美，	 須和千香子，	工藤麻美，	
西村良子，	 有賀正治，	 西山春美，	 久保田朱美，	
前川成男，	 馬谷原光織，	関三樹夫，	 木村宗雄，	
藤野　修，	 山路　歩，	 鈴木　剛，	 北坂卓哉，	
井下真己，	 島田康司，	 橘田亜由美，	古屋えりか，	
内藤みどり，	徳永みどり，	遠藤優佳，	 高橋愛美，	
藤本香子，	 小田原貴子，	池田香織，	 古川美樹，	
前田歩美，	 伊藤和枝，	 伊藤道博，	 前田卓哉，	
緩利佳代，	 小川裕平，	 今井綾子，	 神崎英行，	
木村和宏，	 毛見勇治，	 高橋亜沙子，	和泉　健，	
有本江利，	 後藤智宏，	 伊藤明子，	 屋富祖康浩，	
高橋由美，	 前田幸子，	 南　良美，	 大塚清美，	
大山佳子，	 加藤和枝，	 木本雅也，	 岡本智恵，	
栗田あかね，	神谷　忍，	 丸濵功太郎，	大谷友美，	
西村郁夫，	 岡田康男，	 猪狩未央，	 井上詠子，	
斎藤由里，	 高橋洋平，	 東　正之，	 早坂　秀，	
野宮美帆，	 桑原幸夫，	 田中秀武，	 名倉　努，	
瓜生田達也，	馬渕隆史，	 高根寿一，	 須山容明，	
北島正之，	 山田貴志，	 吉城倫子，	 藤野智佳子，	
佐田伊織，	 溝田隆男，	 島﨑春樹，	 伊藤美奈，	
山崎　仁，	 辻中香世，	 鈴木国子，	 熊谷真理子，	
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深澤壽紀，	 阿部俊武，	 世良田麻子，	若杉順一，	
山本未央，	 藤元　綾，	 福井達真，	 郡司良律，	
石黒愛佳，	 横山政宣，	 大津尚子，	 田村麻理，	
加藤　隆，	 小川雅之，	 豊岡英一，	 稲田信吾，	
白石大典，	 杉山雅一，	 杉本　淳，	 宮﨑大輔，	
丹羽俊輔，	 林孝太郎，	 古市祥子，	 槌道あゆみ，	
河野裕美，	 磯野亜紀奈，	江頭明子，	 秋野徳雄，	
重光竜二，	 横山大樹，	 江田尚弘，	 荒井貴司，	
菅原佳子，	 広岡　綾，	 小堀　肇，	 柴田考典，	
佐藤久美子，	清水　一，	 八木正聡，	 豊嶋豊敬，	
小倉英美，	 井ノ内由布子，	熊谷直輔，	 宮石佳代子，	
飯塚利晴，	 佐々木博和，	室野井飛翔，	山田裕介，	
赤田千可子，	金才　順，	 植木義寛，	 髙津光永，	
折居雄介，	 駒澤　誉，	 加納　拓，	 髙橋真紀，	
藤原　均，	 工藤　努，	 高安良剛，	 渡辺麻美，	
松本恵利，	 高橋幹生，	 工藤　求，	 糸永知二，	
近持　舞，	 蔵富康浩，	 若林広隆，	 小笠原明弘，	
伊藤勝敏，	 杉田好彦，	 石坂圭識，	 瀬戸宗嗣，	
森山健太郎，	小波津三奈子，	若島匡人，	 國芳秀晴，	
佐野陽彦，	 岡本るみ子，	川上　彩，	 浅野豊年，	
佐藤七施，	 月居健一，	 堀田将利，	 小椋麗子，	
益田秩帆，	 溝田由希子，	木村裕子，	 田島暢崇，	
加藤晃一郎，	伊藤秀寿，	 山村　聡，	 徳富健太郎，	
鯨岡創一郎，	野原　通，	 田岡法一，	 中村雅裕，	
岡本崇彦，	 尾崎隆海，	 佐々木悠介，	堀口絵麻，	
堤記惠子，	 平嶺浩子，	 福野雅人，	 増田尚子，	
中川貴晴，	 滝川博之，	 荻原　真，	 齋藤教子，	
近藤圭祐，	 西田昌平，	 竹田岳史，	 李賢　珠，	
岩崎美沙子，	吉野　綾，	 島田明子，	 安原つかさ，	
松前　団，	 沖山麻里，	 齋藤正美，	 宮里亜子，	
杉山博美，	 益田仁美，	 町田理恵子，	笠井宏美，	
内藤嘉彦，	 中川貴博，	 猪股吉雄，	 矢守俊介，	
堀　　滋，	 小宮山仁敬，	近藤　元，	 鈴木玲爾，	
西巻　仁，	 大亦哲司，	 桃井文藝，	 豊田美香，	
能登原裕二，	石井一郎，	 宮内正人，	 松田倫和，	
北出将之，	 鈴木孝一，	 小野大輔，	 村上陽一，	
金子正利，	 柴山拓郎，	 吉田浩二，	 原　剛志，	
大森　悠，	 長穂豊一，	 佐藤隆夫，	 坂本哲彦，	
西濱豪郎，	 磯部明夫，	 出張裕也，	 志賀勇昭，	
田中康之，	 髙橋広江，	 中山香織，	 夏目美奈子，	
折笠靖女，	 吉野亮子，	 開さち江，	 細谷善美，	
山崎　愛，	 松本弘美，	 渡辺泰輔，	 前田裕美，	
丸山由香，	 井畑牧子，	 柏木綾子，	 大牟田千尋，	
増子弘美，	 佐藤亜樹，	 山口洋一郎，	小川京子，	

袋井直子，	 阿部ヒロ，	 小柳達郎，	 稲葉智弘，	
小那木孝之，	吉橋直弥，	 墨　　尚，	 岡田健一郎，	
大津義重，	 渡邉　武，	 三輪雅彦，	 服部　稔，	
西野千恵子，	宮崎照子，	 七尾由紀子，	川名美穂，	
大神田理沙，	青木由紀，	 井元淳子，	 松川直純，	
山﨑早加，	 小川勝久，	 高野嘉子，	 福岡真弓，	
滝口順子，	 井上浩章，	 武田順天，	 堀井幸恵，	
稲森美枝，	 平沼孝久，	 佐藤麻弥子，	津尾由希子，	
佐藤江里，	 小林麻衣子，	吉村啓史，	 多田大樹，	
今井邦彦，	 関根　淳，	 東海林正大，	石井博文，	
長山誠樹，	 諸岡朋子，	 近藤慎也，	 奥平孝史，	
折笠聡樹，	 仁木孝行，	 山口祐介，	 吉野建二，	
平良真崇，	 谷口広樹，	 野澤依里，	 山下　巌，	
磯川　純，	 田村三奈，	 石倉あゆみ，	福岡　晶，	
浦田佳代，	 巽さやか，	 山本琢也，	 千田大典，	
近藤雅史，	 山下健太，	 新井勝之，	 寺田好輝，	
鈴木　章，	 溝口　悟，	 髙田典彦，	 石橋輝夫，	
綾部孔万，	 細谷尚行，	 佐藤　司，	 佐久間隆，	
菊澤浩一，	 須賀重勤，	 寺倉　健，	 藤松　剛，	
辻村　傑，	 赤池　翼，	 大久保達人，	藤井敬士，	
和泉昌義，	 奥野博喜，	 奥野博人，	 津田浩隆，	
中根恒治，	 飯高由紀子，	薮内美佳，	 和田佳子，	
丹羽慎弥，	 佐多　勉，	 中井巳智代，	立石善久，	
小野寺志保，	金　鍾汎，	 中島敏文，	 稗田彩人，	
伊藤英美子，	内山雅夫，	 佐藤佑輔，	 渡辺欣也，	
西村　眞，	 野﨑　潤，	 渡部智浩，	 山口高司，	
宮尾昌祥，	 渡辺　保，	 金澤良太，	 酒井岳史，	
林　雅輝，	 藤田　淳，	 樽味　寿，	 関志乃武，	
土井政人，	 村瀬雄一，	 木原　敬，	 鈴木一義，	
井上　博，	 石川　央，	 大塚明生，	 菅原史朗，	
佐々木浩己，	山田隆利，	 菊地　愛，	 加藤瑞希，	
荻原尚樹，	 寺島貴史，	 園田圭介，	 佐々木義雄，	
小山正人，	 長谷川健，	 平島智秀，	 土田晃太郎，	
大熊孝明，	 松本陽子，	 岸本悦央，	 長塚　仁，	
栁本紳二郎，	田中　明，	 岩本雅章，	 佐藤詩乃，	
岡村俊之，	 伊藤真也，	 長濱貴昭，	 吉田　実，	
大石克己，	 清澤　仁，	 小松賢一，	 高橋　徹，	
山岡林造，	 笠原隆太郎，	平野孝昭，	 香坂陽介，	
木村正憲，	 鈴木崇之，	 信藤智子，	 神森秀樹，	
高泉淳矢，	 安藤秀樹，	 中吉寛明，	 大林　敏，	
秋本昌弘，	 塚本浩樹，	 末永祐敬，	 町田真吾，	
白瀬　明，	 有本絵美子，	藤原沙友里，	勝見雅也，	
今西朋子，	 西川博之，	 上田善朗，	 榊原充宏，	
金下桂三，	 MacEntee Michael ，	 川村幸司，	
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中山隆司，	 安藤智博，	 兼松園子，	 坂口勝義，	
安部逸世，	 山田泰之，	 山田紀子，	 下川原裕介，	
小林寿隆，	 松江善信，	 南　昌宏，	 朱　麗琴，	
狭山　充，	 渡邉威一郎，	村冨隆太，	 京野千恵子，	
杉本貴彦，	 野上堅太郎，	永嶋直道，	 高谷将之，	
須ノ内利香，	岡崎真大，	 小池英明，	 神長　篤，	
寺田昌平，	 森田礼菜，	 金　　創，	 加藤　功，	
村田幸一朗，	大門　忍，	 内藤久典，	 入澤真衣，	
有馬良幸，	 續　宏之，	 松原　大，	 塚本林功，	
森谷幸子，	 衣斐　明，	 岸　千恵，	 前岡舞子，	
中井美緒，	 寺田英史，	 上野剛史，	 嵐山貴徳，	
薗田直志，	 本間靖子，	 辻　　要，	 金子博明，	
片山翔一，	 檀上貴弘，	 井上　聡，	 小西　寛，	
和田卓馬，	 工藤淳治，	 仲里愛美，	 平山　満，	

北村聡一，	 藤原鋼一，	 齋藤嘉宏，	 福澤　智，	
城　敦哉，	 高橋重彌，	 平松之典，	 木多伸彰，	
礒野久美，	 山崎和彦，	 扇　和洋，	 宮﨑　仁，	
矢田部晃，	 清水　諭，	 野口隆司，	 前田晋三，	
大久保裕史，	中出勝久，	 奥田美穂子，	飯村健太郎，	
濱田悠子，	 勝瀬貴史，	 工藤昌人，	 尾藤仁美，	
安田麻美，	 大須賀数典，	馬場　悟，	 村上豊隆，	
檜原　司，	 荒平高章，	 松井泰成，	 横山敦則，	
渡辺　聡，	 平野圭亮，	 中井順一，	 妙中泰之，	
谷内　烈，	 高山倫光，	 中村雅彦，	 田嶋慶太，	
上路直弘，	 宮本美千子，	富山明尚，	 水川　悟，	
能登加奈子，	南　俊一，	 小堀朋美，	 高良恒己，	
樋口　渚

（以上 1,048 名）
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広報委員会からのお知らせ

　前年度に引き続き春日井昇平（東京医科歯
科大学）が委員長を務めます。現在の広報委
員会のメンバーは以下の通りです。
委 員 長：春日井昇平
副委員長：五十嵐俊男
委　　員：�山内六男，嶋田　淳，十河基文，

内藤宗孝，北川　昇，土屋直行
　今後とも広報委員会は，ニュースレターとホ
ームページを通じて会員の皆様に学会の情報を
素早く正確に伝達するよう努力致しますので宜
しくお願い致します。ご意見，ご要望等ござい
ましたら，以下の連絡先にご連絡ください。
〒 113-8549　東京都文京区湯島 1-5-45
東京医科歯科大学　インプラント・口腔再生医学
春日井昇平
電話　03-5803-5934
ファックス　03-5803-5934
メールアドレス：kas.mfc@tmd.ac.jp

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰


